
　日頃より、皆様方にはＰＴＡ活動にご理解とご協力を賜り、心から感謝申し上げます。　日頃より、皆様方にはＰＴＡ活動にご理解とご協力を賜り、心から感謝申し上げます。
　年号も新しく「令和」という時代になり、令和元年度小松市立学校ＰＴＡ連合会がスタートし　年号も新しく「令和」という時代になり、令和元年度小松市立学校ＰＴＡ連合会がスタートし
ました。新しい時代になり、子どもたちを取り巻く環境が大きく変わる中、子どもたちが巻き込ました。新しい時代になり、子どもたちを取り巻く環境が大きく変わる中、子どもたちが巻き込
まれる事件や事故が多くなってきているように感じており、安全・安心な教育環境を再度考えなまれる事件や事故が多くなってきているように感じており、安全・安心な教育環境を再度考えな
ければいけない時期に来ているのかと思います。そのために本会として、何が出来るかを考え、ければいけない時期に来ているのかと思います。そのために本会として、何が出来るかを考え、
協力出来ることは出来る限りしていきたいと考えています。協力出来ることは出来る限りしていきたいと考えています。
　また、子どもたちを育てる上で一番重要な家庭教育の更なる向上と保護者が子どもたちの健全　また、子どもたちを育てる上で一番重要な家庭教育の更なる向上と保護者が子どもたちの健全
な心の育成に少しでも関われるよう、昨年まで母親委員会という名称を「輝く心の学び委員会」な心の育成に少しでも関われるよう、昨年まで母親委員会という名称を「輝く心の学び委員会」
と名称を変更しました。家庭教育は母親だけが行うのではなく、父親も含めたすべての保護者がと名称を変更しました。家庭教育は母親だけが行うのではなく、父親も含めたすべての保護者が
関わることにより、より多くの皆さんへの家庭教育の学びを促すとともに、更には学校や地域も関わることにより、より多くの皆さんへの家庭教育の学びを促すとともに、更には学校や地域も
含めた家庭教育の学びをＰＴＡ連合会の活動を通じ、日頃から学んで頂くきっかけになればいい含めた家庭教育の学びをＰＴＡ連合会の活動を通じ、日頃から学んで頂くきっかけになればいい
と思います。子どもの健全な心の育成に最も必要なことは、保護者が子どもたちに正しい道しると思います。子どもの健全な心の育成に最も必要なことは、保護者が子どもたちに正しい道しる
べを家庭内で示してあげることが重要だと考えます。べを家庭内で示してあげることが重要だと考えます。
　新たな時代とともにＰＴＡ連合会の活動として、各単位ＰＴＡでは出来ないような小松市全域　新たな時代とともにＰＴＡ連合会の活動として、各単位ＰＴＡでは出来ないような小松市全域
でのスケールを生かし、ＰＴＡ連合会でなければ出来ないような事業の取り組みを考えていかなでのスケールを生かし、ＰＴＡ連合会でなければ出来ないような事業の取り組みを考えていかな
ければと思います。ければと思います。
　世間的では　世間的ではＰＴＰＴＡ不要論もたびたびメディアに取り上げられている中、Ａ不要論もたびたびメディアに取り上げられている中、ＰＴＰＴＡ連合会において、Ａ連合会において、
また市内各学校ＰＴＡで何が必要で何が必要ないのか、それぞれの中で子どもたちのためにどのまた市内各学校ＰＴＡで何が必要で何が必要ないのか、それぞれの中で子どもたちのためにどの
ような仕掛けが必要かなど、家庭のコミュニケーションの機会を意識的に設けることや、保護者ような仕掛けが必要かなど、家庭のコミュニケーションの機会を意識的に設けることや、保護者
のための研修会等の開催を通じ、自らが生活習慣を整え、学び、子どものお手本となるよう示しのための研修会等の開催を通じ、自らが生活習慣を整え、学び、子どものお手本となるよう示し
ていかなければならないと思います。ていかなければならないと思います。
　そのためにも、私たちの活動を通じてより多くの保護者に理解を促すとともに、学校や地域と　そのためにも、私たちの活動を通じてより多くの保護者に理解を促すとともに、学校や地域と
連携して子どもたちの健やかな成長と家庭教育の向上を目指していきます。連携して子どもたちの健やかな成長と家庭教育の向上を目指していきます。
　最後に、私たちが共に学び、共に育ち、子どもたちの明るい夢のある未来のために学校や地域　最後に、私たちが共に学び、共に育ち、子どもたちの明るい夢のある未来のために学校や地域
の人々と協力して活動して参りたいと思います。本年度も皆様方のご支援、ご協力を賜りますよの人々と協力して活動して参りたいと思います。本年度も皆様方のご支援、ご協力を賜りますよ
う心よりお願い申し上げます。う心よりお願い申し上げます。





　輝く心の学び委員会は、昨年度までは「母親委員会」として活動していました。近年の家　輝く心の学び委員会は、昨年度までは「母親委員会」として活動していました。近年の家

庭環境や時代の変化に合わせ、子育てにおいて家庭で取り組めることを再度見直すべく、名庭環境や時代の変化に合わせ、子育てにおいて家庭で取り組めることを再度見直すべく、名

前も新たに担当校長はじめ各小中学校の代表、役員合わせ前も新たに担当校長はじめ各小中学校の代表、役員合わせて４０名で活動しています。名で活動しています。

　今年度は「食育」を通して子育てについて取り組んでおり、料理研究家のしもおきひろこ　今年度は「食育」を通して子育てについて取り組んでおり、料理研究家のしもおきひろこ

先生を講師にお招きし【江戸から令和へ～受け継がれる石川の食文化と現状】という演題で先生を講師にお招きし【江戸から令和へ～受け継がれる石川の食文化と現状】という演題で

講演頂きました。講演頂きました。

　また、しもおきひろこ先生には、石川の食材をふんだんに使用したメニューでの料理教室　また、しもおきひろこ先生には、石川の食材をふんだんに使用したメニューでの料理教室

も行って頂きます。これらはより石川の食文化に深く触れ、学ぶきっかけになるでしょう。も行って頂きます。これらはより石川の食文化に深く触れ、学ぶきっかけになるでしょう。

　保護者の意識の変化は、きっと子どもたちにも伝わります。今からどんどん成長していく　保護者の意識の変化は、きっと子どもたちにも伝わります。今からどんどん成長していく

子どもたちの体、日々の食事でその成長を支えていけるよう、また子どもたち自身が食の大子どもたちの体、日々の食事でその成長を支えていけるよう、また子どもたち自身が食の大

切さに気付き考えることができるよう、新しいヒントを各自が見つけられたのではないかと切さに気付き考えることができるよう、新しいヒントを各自が見つけられたのではないかと

思います。思います。

　今後は各グループでの研修になりますが、様々な意見を交換して頂き、各家庭にあった食　今後は各グループでの研修になりますが、様々な意見を交換して頂き、各家庭にあった食

育を見つけ出し取り入れる、良い機会になると期待しています。育を見つけ出し取り入れる、良い機会になると期待しています。



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　安宅中学校では、昨年６月より生徒有志により「安宅中地域活性化クラ　安宅中学校では、昨年６月より生徒有志により「安宅中地域活性化クラ

ブ」を立ち上げ、クラブの活動として「日本遺産 安宅 観光ボランティアガブ」を立ち上げ、クラブの活動として「日本遺産 安宅 観光ボランティアガ

イド」を行っています。イド」を行っています。

　当活動では、安宅が日本遺産に認定されたことを受け、北前船で栄えた　当活動では、安宅が日本遺産に認定されたことを受け、北前船で栄えた

地元安宅の歴史や今なお残る伝統ある町並みなどを多くの人に知ってもら地元安宅の歴史や今なお残る伝統ある町並みなどを多くの人に知ってもら

いたいと、生徒が観光ボランティアガイドに挑戦し、安宅の良さをアピーいたいと、生徒が観光ボランティアガイドに挑戦し、安宅の良さをアピー

ルしています。ルしています。

　今年度は、地域の安宅校下青少年健全育成協議会のサポートのもと、さ　今年度は、地域の安宅校下青少年健全育成協議会のサポートのもと、さ

らなるメンバーの募集、ガイドの練習・ＰＲと活動を強化しています。らなるメンバーの募集、ガイドの練習・ＰＲと活動を強化しています。

　また、安宅校下青少年健全育成協議会と安宅小学校ＰＴＡが協力し、非　また、安宅校下青少年健全育成協議会と安宅小学校ＰＴＡが協力し、非

行被害防止講座を開催するなど、例年に続き、地域共催の育成事業も積極行被害防止講座を開催するなど、例年に続き、地域共催の育成事業も積極

的に行なっていきます。的に行なっていきます。

　これからも地域と共に生徒をサポートし、地域活性化にも繋げていきた　これからも地域と共に生徒をサポートし、地域活性化にも繋げていきた

いと思っております。いと思っております。

　「夏のはじめのころです。いく日もいく日もえらい日照りが続いて、木場潟、今江潟の水は底をつき、稲は枯れはじ　「夏のはじめのころです。いく日もいく日もえらい日照りが続いて、木場潟、今江潟の水は底をつき、稲は枯れはじ

め、村の百姓たちは困っていました。村人たちは、よるとさわると焼け付くように暑い夏の青い空を見上げて、どうなめ、村の百姓たちは困っていました。村人たちは、よるとさわると焼け付くように暑い夏の青い空を見上げて、どうな

ることかと思案にくれ、ため息をついていましたることかと思案にくれ、ため息をついていました。」

　これは、『苗代郷のおこり』という民話の一説です。この後、諸国修行に歩いていた能因入道の命がけの祈念のおか　これは、『苗代郷のおこり』という民話の一説です。この後、諸国修行に歩いていた能因入道の命がけの祈念のおか

げで恵みの雨が降ります。村人たちは能因入道へ感謝するとともに、能因入道が詠んだ歌「天の川　苗代水にせきくだげで恵みの雨が降ります。村人たちは能因入道へ感謝するとともに、能因入道が詠んだ歌「天の川　苗代水にせきくだ

せ　天くだります神ならば神」に詠みこまれた「苗代」をとって村の名前にしたと書かれています。せ　天くだります神ならば神」に詠みこまれた「苗代」をとって村の名前にしたと書かれています。

　このことからも分かるように、苗代小学校区はかつて純農村地帯でした。そこに、新興住宅地、アパート、マンショ　このことからも分かるように、苗代小学校区はかつて純農村地帯でした。そこに、新興住宅地、アパート、マンショ

ンが進出し、今は、両者が混在した地域となっています。さらに近年、大型商業施設が校区内にできたことから、人やンが進出し、今は、両者が混在した地域となっています。さらに近年、大型商業施設が校区内にできたことから、人や

　　　　　　　　　　　　　　　　　車の動きがより活発になりました。人が集まり、苗代小学校の児童数も少しずつ　　　　　　　　　　　　　　　　　車の動きがより活発になりました。人が集まり、苗代小学校の児童数も少しずつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　増加をしています。子育て世代の若い家族が多いのも、苗代小校区の特徴です。　　　　　　　　　　　　　　　　　増加をしています。子育て世代の若い家族が多いのも、苗代小校区の特徴です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　このこともあり苗代小学校育代会では　　　　　　　　　　　　　　　　　　このこともあり苗代小学校育代会では、「親子の心の繋がり」をテーマに、一「親子の心の繋がり」をテーマに、一

　　　　　　　　　　　　　　　　　昨年度より活動を行っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　昨年度より活動を行っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　低学年での「親子レクレーション」の実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　低学年での「親子レクレーション」の実施、「親子の手紙 のしろ版」の発行「親子の手紙 のしろ版」の発行、

　　　　　　　　　　　　　　　　　「のっしーボックス」利用の呼びかけ　　　　　　　　　　　　　　　　　「のっしーボックス」利用の呼びかけ、「子どもと通学路を歩こう」の取り組み、「子どもと通学路を歩こう」の取り組み、

　　　　　　　　　　　　　　　　　「友達の家に遊びに行った時のマナー」募集などに取り組んできました。そして　　　　　　　　　　　　　　　　　「友達の家に遊びに行った時のマナー」募集などに取り組んできました。そして

　　　　　　　　　　　　　　　　　これらの活動は、今年度も継続をしています。　　　　　　　　　　　　　　　　　これらの活動は、今年度も継続をしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちょっとしたきっかけかもしれませんが、親子の心の繋がりが密になり、絆が　　　　　　　　　　　　　　　　　　ちょっとしたきっかけかもしれませんが、親子の心の繋がりが密になり、絆が

　　　　　　　　　　　　　　　　　深まることで、子どもたちの健やかな育成に寄与したい、そんな思いで今年度も　　　　　　　　　　　　　　　　　深まることで、子どもたちの健やかな育成に寄与したい、そんな思いで今年度も

　　　　　　　　　　　　　　　　　育代会活動を行っていきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　育代会活動を行っていきたいと思います。


